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事務局情報 

１）日本社会医学会の歴史は長いですが、会費納入率が 80％を下回っています。学会運営は会員の方々の会

費に支えられていますので、会員の方々に会費納入と会員拡大をお願いいたします。会費は年 10,000 円、学

生会費 3,000 円です。また、封書が戻ってくることもあり、住所や所属、アドレス等の変更がありましたら、

下記事務局か jssm@soteria.cc にご連絡ください。 

２）本学会誌は J-STAGE の登録誌に採択され、「社会医学研究 41 巻 2 号」より J-STAGE 

に搭載しています。以下のサイトから「社会医学研究」でアクセスしてください。 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja 

３）2027 年の第 68 回総会は木村美也子先生（昭和女子大学）を大会長として東京で開催予定です。日程が

決まり次第 HP 等でお知らせします。 

４）昨年 9 月から、日本社会医学会事務局が、久留米大学から大阪歯科大学に移転いたしました。 

〒573-1121 大阪府枚方市楠葉花園町 11－8 大阪歯科大学看護学部 波川京子 事務局アドレス：namikawa-

k@cc.osaka-dent.ac.jp になります。 学会ホームページ：http://jssm.umin.jp/ は変更ありません。 

第 67 回 日本社会医学会総会 ご挨拶 

大会長 播本雅津子 名寄市立大学保健福祉学部看護学科 教授（公衆衛生看護学） 

 この度、2026 年 8 月 29 日（土）30 日（日）に、名寄市立大学にて第 67 回日本社会医学会総会を開催させ

ていただくこととなりました。このような貴重な機会をいただきましたこと、日本社会医学会の皆様に厚く御

礼申し上げます。 

名寄市は北海道の北部、北緯 44 度の地にあり、農業を基幹産業とした人口 2万 4000 人（2026 年 2 月現

在）の市です。旭川から北のエリアの中核となる小都市で、裁判所や税務署、ハローワークといった国の機関

が置かれ、管轄人口約 5万人の二次医療圏の中心地でもあります。2日間の日程にご参加いただくには 3日以

上の日程を確保していただくことになり、お時間と経費がかかりますことにはどうぞご容赦下さい。この度の

開催に心から感謝し、名寄市民をあげて皆様をお迎えする所存です。 

2024 年 1 月に発生した能登半島地震では、各方面から僻地の暮らしや災害への備えについて改めて考える

機会となり、阪神淡路大震災以降の数々の大災害でも気づかれなかった僻地の課題に国民の関心が向き始めた

ところかと思います。名寄市は内陸にあり、過去には水害に苦しんだ地域ではありますが、治水により現在は

自然災害の恐れはあまりなく、山間部に熊は多数生息していますがその影響も特になく暮らしています。 

しかしながら、二次医療圏は府県並みの広さがあり、夜間救急や高度医療を必要とする救急搬送には距離と

搬送手段という大きなリスクを常に抱えています。近隣町村は高齢化率 40％も珍しくない高齢社会です。農

業が基幹産業のため、広大な農地を年々減少する農家が 1戸あたりの耕作面積を広げながら維持しています。

近年は小学校・中学校を 1つの 9 年制の義務教育学校に統合するという少子化先進地でもあります。個人商店

が閉店し買い物に苦慮する集落も増えています。 

この度の総会では、人口減少が著しい僻地の取り組みを日本の未来図の１つとして感じていただき、それぞ

れがご活躍される分野を通じて社会医学の未来を考えていただく機会となれば幸いです。 

名寄市までの行程をお調べになり、所要時間および必要とされる旅費に驚かれた方が多かろうと思います。

その点は大変恐縮に思っておりますが、この機会に僻地の暮らしに興味を持っていただくことを期待いたしま

す。皆様のお越しを心からお待ち申し上げます。 

学会ホームページ：http://jssm.umin.jp/ 
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